プロジェクト「おみくじ」でプログラミング実習をしよう②
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前回の振り返り
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自動的に生成された説明]
　今回も、Monaca Educationのプロジェクト「おみくじ」を使って、プログラミングを学びます。
　お手本に従ってプログラムのファイルを編集し、元のプログラムとは違った動作をするようにしてみます。
　途中、前回も扱った「条件分岐」について、JavaScriptの文法とともに学びます。

1. Monaca EducationにWebサイトにアクセスする
　最初に、Monaca Educationにログインします。Webブラウザ（ChromeまたはEdge、Safari）を起動して、次のURLにアクセスしてください。
	https://edu.monaca.io/


[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション

自動的に生成された説明]
2. Monaca Educationにログインする　　
表示された画面の右上にある、「ログイン」ボタンをクリックします。Webブラウザの別のタブが開き、ログイン画面が表示されます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト

自動的に生成された説明]
　入力モードを半角英数にしてから、ログイン画面に、事前に渡されたユーザーID（メールアドレス）、パスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。数字の１と小文字のl（エル）、大文字のI（アイ）など、形が似た文字を間違えないように注意しましょう。
　ログインに成功すると、ダッシュボード画面が表示されます。ダッシュボード画面には、前回インポートしたプロジェクト「おみくじ」が表示されているはずです。


3. 前回インポートしたおみくじプロジェクトを開く　　
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション

自動的に生成された説明]
　ダッシュボードの中から、プロジェクト「おみくじ」をクリックして選択します（※プロジェクト名の背景が水色に変わります）。
　すると画面中央・右の表示が次のように切り替わるので、「クラウドIDEで開く」ボタンが表示されるので、クリックして、IDE（統合開発環境）で開きます。



4. カスタマイズ実習
　プロジェクト「おみくじ」を、カスタマイズしてみましょう。
　ファイルを編集して、保存し、表示や動作が変わることを確かめながら、プログラミングを学習していきましょう。
　
カスタマイズ実習①おみくじの結果を追加してみよう　　
　おみくじをひいたときに、「大凶」という結果も出るようにします。
前回の授業では、「凶」が出ないようにカスタマイズを行いましたが、今度は逆に結果の種類を増やそうというわけです。

カスタマイズのヒントは次の通りです。
· 乱数の範囲を（元の範囲よりも）１大きくする
· 乱数の結果によって『daikyo.png』が選ばれるようにする

フローチャートを示します。あみかけになっているところが、編集が必要なポイントです。
[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]
　前回の学習内容と、元のプログラム、そしてここまでのヒントをもとに、どうすれば「大凶」を表示するプログラムを作ることができるか、考えてみましょう。

　なお、「大凶」の結果を表示するための画像ファイルは、Webページ https://edu.monaca.io/template/aps にあります。ページに表示されている画像を右クリックして、「名前を付けて保存」を行い、ファイルとして取得してください。
※または、先生の指示に従ってください。

　次の手順で、カスタマイズ①を実現できます。
1 ファイルindex.htmlを編集します。ファイルindex.htmlがエディタで表示されていないときは、画面左のプロジェクトパネルでファイルindex.htmlをダブルクリックして、エディタに表示させます。
2 エディタ画面で、ファイルindex.htmlを下にスクロールして、「function play() {」という記述で始まる所を見つけます。
3 以下の図の中の、①、②の指示の通りにプログラムを変更して、保存します。
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低い精度で自動的に生成された説明]
※ else ifや、elseの部分を編集するときは、中カッコ{ }の開く・閉じる、および小カッコ( )の開く・閉じるが正しく対応するように気をつけましょう。

4 画像ファイルをプロジェクトにアップロードします。
　Monaca Educationの画面左にあるプロジェクトパネルを操作します。
　まず、プロジェクトの中にあるフォルダimagesをクリックして選択します。この操作は、これからアップロードするファイルを、どのフォルダに格納するか指定しています。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション, チャットまたはテキスト メッセージ

自動的に生成された説明]
5 　次に、プロジェクトパネルの上部にあるアップロードアイコン（※雲の形の中に、上向の矢印が描かれている）をクリックします。
　すると、「ファイルアップロード」ウィンドウが表示されるので、次のいずれかの方法で、画像ファイルdaikyou.pngをアップロードします。
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自動的に生成された説明]
· ファイルdaikyou.pngを「ファイルをドロップしてください」の領域にドラッグ＆ドロップする
· 「ファイル選択」ボタンからファイル選択画面を表示させ、ファイルdaikyo.pngを選ぶ
6 念のため、画像ファイルが正しくアップロードされたことを確認します。プロジェクトパネルのフォルダimagesの左に表示されている「▶︎」がをクリックすると、三角形が下を向き、フォルダの内容が表示されます。
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自動的に生成された説明]
　画像ファイルdaikyou.pngがあることが確認できたら、ファイルのアップロードは完了です。

動作確認
　おみくじを繰り返しひいて、「大凶」が出ることを確認しましょう。元からある他の結果（大吉、中吉、小吉、末吉）が出なくなっていたら、カスタマイズとしては失敗なので、大凶だけでなく他の結果も出ることを確認しましょう。



条件分岐
　「条件分岐（じょうけんぶんき）」は、プログラムの基本的な制御構造の一つです。
条件分岐構造を使うと、特定の条件が真（True）か偽（False）かによって、プログラムの動作する順序や道筋を変えることができます。
　プログラム言語ごとに様々な書き方（文法）が決められていますが、JavaScript言語での条件分岐の書き方の一つにif - else if - else文があります。
　フローチャートと対応させながら、どんな仕組みなのか、どのようなルール（文法）に従って書かなければならないか、確認してください。
[image: ダイアグラム

中程度の精度で自動的に生成された説明]
· 使用するキーワードは、if, else if, elseです。全て小文字です。
· 先頭にifを書きます。続いて小カッコ ( ) を書き、小カッコの中に条件式を書きます。
· 条件式とは、値を比較したり、論理演算したりすることで、真（True）または偽（False）の結果が得られる式のことです。おみくじアプリの中では、「変数noの値が0と等しいか」を計算している no == 0 のような式が条件式です。
· 先頭のifの条件式の判定の結果が偽（False）だったときに、さらに条件分岐をさせたい場合、else if (条件式) の記述をします。
· else if (条件式) は、必要なだけ、複数記述できます。上の例では、２つelse if (条件式)を記述しています。
· ifの後ろ、else ifがあるならelse ifの後ろに、elseが書けます。elseは、そこまでに書かれている条件式の全ての結果が偽（False）だった場合に実行する処理を決めます。
· if, else if, elseの後ろには、それぞれ中カッコ { } で複数の処理を囲むことができます。条件式が真（True）だったとき、中カッコの中身の一連の処理が実行されます。
カスタマイズ実習②おみくじに一言メッセージを追加してみよう　　
　おみくじの結果の画像の下に、任意のメッセージを表示させてみましょう。メッセージの内容を工夫して、楽しいおみくじにしてみよう。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス

中程度の精度で自動的に生成された説明]
　おみくじプロジェクトには、あらかじめメッセージを表示させるための仕組みが組み込まれています。次の手順で、簡単にメッセージの表示をさせることができます。
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低い精度で自動的に生成された説明]
　まず、上のプログラムの2行目、条件分岐のif - else if - elseの前で、変数messageを宣言しています。最初は、この変数には中身がありません。「プログラムのこの後で、この名前の変数を使います」と決めているだけです。
　続く、変数noの値ごとに動作を決めている条件分岐構造の中で、変数messageに値を代入しています（「大吉です」「中吉です」など）。
　また、プログラムの最後のから2行目に、document.getElementById(...)で始まる行を追加しています。この行は、HTMLファイルindex.htmlの中にある、<p id="message"></p>の部分を操作しています。
	<body>
    <img src="images/omikuji-box.png" id="omikuji">
    <p id="message"></p>
    <button id="playBtn" onclick="play()">おみくじをひく</button>
</body>


  <p>は、段落を表示するために使うHTMLのタグです。ここでは、開始タグ<p>と終了タグ</p>の間には何も含まれていません。つまり、最初は何も表示されていません。
　そこへ、上のコードの ... .innerHTML = message; は、「開始タグ<p>と終了タグ</p>の間に、変数messageの値を代入する」という動作をします。
　まとめると、次のような手順で、画面にメッセージを表示させていることになります。
· HTMLファイルindex.htmlで、あらかじめ<p id="message">タグを（中身は空で）書いておき、画面上にメッセージを表示するための場所を決めておいてある
· JavaScriptのプログラムの中で、document.getElementById("message")で、上の<p id="message">タグ要素を取り出し、.innerHTML = message; で、値を挿入している


（オプション）作品制作　
　Webサイトから素材を得て、様々なアプリケーションを作ることができます。
　「おみくじ」アプリの基本的な構造（HTML, CSS, JavaScript）はそのままに、表示する文字や、背景画像、結果画像を置き換えると、ランダムな動作をするアプリが作れます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション, メール

自動的に生成された説明]
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